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■
在
日
米
軍
再
編
に
係
る
訓
練
移
転
に

つ
い
て

　

現
時
点
で
小
松
基
地
に
お
け
る
訓
練

計
画
は
な
い
と
の
こ
と
で
す
が
、
訓
練

計
画
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
情
報
提

供
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

 

■
告
示
後
住
宅
の
住
宅
防
音
工
事
に
つ

い
て

　
防
衛
省
で
は
、
85
Ｗ
以
上
の
区
域
内
に

所
在
す
る
告
示
後
住
宅
に
つ
い
て
、
防

音
工
事
の
希
望
届
の
受
付
を
開
始
す
る

と
の
こ
と
で
す
。

　

騒
音
区
域
の
見
直
し
前
ま
で
に
対
象

と
な
っ
て
い
る
期
間
以
降
に
建
て
ら
れ
た

住
宅
の
防
音
工
事
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
、

引
き
続
き
防
衛
省
に
申
し
入
れ
し
て
い
く

よ
う
求
め
る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

 

■
小
松
・
上
海
便
の
運
航
再
開
に
つ
い
て

　

12
月
17
日
か
ら
小
松
・
上
海
便
の
運

航
が
再
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

運
行
ダ
イ
ヤ
に
つ
い
て
、
小
松
空
港

到
着
か
ら
出
発
ま
で
が
約
１
時
間
と
短

い
た
め
、
県
に
対
し
安
全
面
の
確
認
を

す
る
よ
う
求
め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

■
航
空
プ
ラ
ザ
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
１
月
15
日
か
ら
の
工
事
に

係
る
臨
時
休
館
に
つ
い
て
、
県
外
か
ら

の
来
館
者
も
多
い
た
め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に

よ
る
更
な
る
周
知
を
求
め
る
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

■
小
松
基
地
の
２
個
目
飛
行
隊
へ
の
Ｆ

－

35
Ａ
の
配
備
及
び
飛
行
教
導
群
へ
の

　
Ｆ

－

15
能
力
向
上
型
の
配
備
に
つ
い
て

　

先
般
、
近
畿
中
部
防
衛
局
長
が
本
市

を
訪
れ
、
市
長
に
対
し
配
備
の
申
し
入

れ
が
な
さ
れ
、
そ
の
後
、
本
委
員
会
に
対

し
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
本
委
員
会
で

は
、
配
備
に
つ
い
て
、
小
松
飛
行
場
周

辺
整
備
協
議
会
と
の
意
見
交
換
会
及
び

特
別
委
員
会
に
て
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
本
委
員
会
で
は
、
昨
今

の
国
際
情
勢
を
考
慮
し
、
国
防
の
重
要

性
に
鑑
み
、
今
回
の
配
備
を
受
け
入
れ

る
と
の
結
論
に
達
し
た
も
の
で
す
。

　
い
ま
、
我
が
国
は
戦
後
最
も
厳
し
く
複

雑
な
安
全
保
障
環
境
の
中
に
あ
り
、
市

民
・
国
民
の
生
命
、
財
産
、
安
心
安
全

を
守
る
た
め
に
、
今
回
の
配
備
は
非
常

に
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
飛
行
の
安
全
対
策

や
騒
音
対
策
は
地
域
住
民
に
と
っ
て
最

も
大
切
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
10
・
４
協
定
及
び
中
島
方
式
を

遵
守
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
安
全
対
策
、
騒
音
対
策
の
徹
底
を
求

め
る
も
の
で
す
。

　

本
委
員
会
と
し
ま
し
て
、
今
回
の
配

備
を
受
け
入
れ
る
と
の
結
論
に
至
り
ま

し
た
が
、
周
辺
協
で
取
り
ま
と
め
ら
れ

た
要
望
事
項
等
に
つ
い
て
は
早
期
実
現

を
目
指
す
よ
う
国
に
求
め
、「
基
地
と
の

共
存
共
栄
・
空
港
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
更
に
進
め
て
い
く
所
存
で
す
。

特別委員会　調 査 報 告調 査 報 告

■
議
案
第
94
号　

指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

　

日
末
町
の
ふ
れ
あ
い
健
康
広
場
の
指
定

管
理
期
間
が
令
和
５
年
度
末
に
満
了
す
る

こ
と
か
ら
、
新
た
な
期
間
に
お
い
て
指
定

管
理
者
を
、
北
森
・
岸
共
同
企
業
体
に
指

定
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

指
定
に
あ
た
っ
て
は
、
施
設
管
理
の
状

況
や
、
運
営
の
実
態
を
十
分
に
把
握
し
た

上
で
行
う
よ
う
に
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

■
ジ
ビ
エ
ア
ト
リ
エ
加
賀
の
國
の
販
売
状

況
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
度
の
搬
入
頭
数
は
10
月
ま
で

で
２
５
３
頭
と
、
前
年
度
比
の
約
１・
１
倍

に
な
っ
て
お
り
、
売
上
高
は
約
３
５
０
万

円
と
前
年
度
比
、
約
２・
１
倍
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

元
々
の
目
標
頭
数
が
１
、０
０
０
頭
近

く
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
現
在
の
状
況
は

相
当
厳
し
い
の
で
は
な
い
か
。
他
市
町
も

運
営
に
お
い
て
負
担
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

足
並
み
を
揃
え
な
が
ら
良
好
な
運
営
を
目

指
し
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
オ
ー
フ
観
音
下
西
尾
の
レ
ス
ト

ラ
ン
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
肉
を
使
用
し
て
お

り
ま
す
が
、
そ
こ
で
使
わ
れ
る
肉
は
能
登

か
ら
仕
入
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
近
隣
に
ジ
ビ
エ
ア
ト
リ
エ
加
賀
の
國

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
施
設
の
イ
ノ
シ
シ

肉
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
で
き
な

い
か
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

■
議
案
第
97
号　
財
産
の
処
分
に
つ
い
て

　

安
宅
新
産
業
団
地
に
進
出
決
定
し
た
桃

宝
食
品
株
式
会
社
の
新
工
場
建
設
に
あ
た

り
、
同
産
業
団
地
分
譲
用
地
２
万
平
方
メ
ー

ト
ル
あ
ま
り
を
売
却
す
る
た
め
、
同
社
と
契

約
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
と
し
て
12
月
３
日
に
加
賀
産
業

道
路
で
車
が
逆
走
す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
、

身
近
な
所
で
あ
わ
や
事
故
に
な
り
か
ね
な

い
こ
と
が
起
こ
っ
て
お
り
ま
す
。
予
防
策

と
し
て
現
場
を
確
認
す
る
こ
と
や
、
関
係

機
関
と
も
連
携
し
て
必
要
な
対
策
を
行
っ

て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
梯
川
水
系
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
経
過
報
告
に
つ
い
て
、
進
展

が
あ
れ
ば
当
委
員
会
の
中
で
随
時
報
告
し

て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
や
、
石
橋
川
や
九

竜
橋
川
等
に
つ
い
て
も
地
元
、
地
域
と
の

協
議
内
容
が
あ
れ
ば
、
併
せ
て
報
告
し
て

ほ
し
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
長

灰
田　

昌
典

副
委
員
長

梅
田　

利
和

委　

員

濵
口　

淳
也

〃

南
藤　

陽
一

〃

高
野　

哲
郎

〃

片
山
瞬
次
郎

〃

川
崎　

順
次

小松基地・空港対策
特別委員会

委
員
長

吉
本
慎
太
郎

副
委
員
長

村
中　

洋 　

 

委　

員

木
村　

賢
治

〃

深
田　

博
智

〃

東　
　

 

浩
一

〃

木
下　

裕
介

〃

表　
　

 

靖
二

経済建設
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■
未
来
型
図
書
館
の
整
備
に
向
け
た
基
本

的
な
考
え
方
に
つ
い
て

　

９
月
議
会
に
お
い
て
、
図
書
館
、
博
物

館
、
公
会
堂
等
の
既
存
施
設
の
集
約
・
再
編
、

機
能
の
見
直
し
等
の
基
本
的
な
考
え
方
に

つ
い
て
整
理
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
後
も
市
民
や
民
間
事
業
者
と

の
対
話
を
通
じ
て
、
具
体
化
に
向
け
た
検

討
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
回
、
未

来
型
図
書
館
の
具
体
的
な
立
地
場
所
及
び

導
入
機
能
等
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　

未
来
型
図
書
館
の
具
体
的
な
立
地
場
所

は
、
公
会
堂
が
立
地
す
る
一
団
の
土
地
と

し
、
公
会
堂
は
解
体
す
る
。
図
書
館
、
博

物
館
、
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
は
整
備
後
に

解
体
し
、
広
場
等
の
公
園
施
設
と
し
て
活

用
す
る
。

　

導
入
機
能
に
つ
い
て
、
図
書
館
機
能
は

拡
大
す
る
。
博
物
館
機
能
は
歴
史
・
民

族
資
料
を
中
心
と
す
る
。
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
や
会
議
室
機
能
は
確
保
す
る
。
た
だ

し
、
公
会
堂
の
大
ホ
ー
ル
機
能
は
公
園
施

設
の
設
置
基
準
に
不
適
合
で
建
築
基
準
法

に
基
づ
く
用
途
地
域
の
制
限
を
受
け
る
こ

と
、
４
層
程
度
の
吹
抜
空
間
が
必
要
と
な

り
、
多
面
的
機
能
の
確
保
や
効
果
的
な
機

能
配
置
が
難
し
い
こ
と
か
ら
未
来
型
図

書
館
で
の
設
置
は
で
き
な
い
こ
と
。
ま
た
、

市
内
に
は
、
大
ホ
ー
ル
機
能
を
有
す
る
石

川
県
小
松
市
團
十
郎
芸
術
劇
場
う
ら
ら
や

小
松
市
民
セ
ン
タ
ー
の
代
替
施
設
が
あ
り
、

今
後
の
人
口
減
少
や
将
来
世
代
へ
の
負
担

等
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
も

考
慮
し
て
、
現
段
階
で
市
と
し
て
新
た
な

大
ホ
ー
ル
機
能
を
有
す
る
施
設
を
整
備
す

る
こ
と
は
困
難
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　

未
来
型
図
書
館
に
関
す
る
市
民
へ
の
周

知
や
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
に
つ
い
て
、

約
３
万
人
が
登
録
し
て
い
る
小
松
市
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
と
の
提

案
や
、
解
体
方
針
と
な
っ
て
い
る
公
会
堂

に
つ
い
て
、
長
寿
命
化
す
る
考
え
は
な
か

っ
た
の
か
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
建
物
の
耐
震
性
能
を
示
す
指
標
Is

値
の
数
値
、
耐
震
補
強
工
事
の
内
容
や
そ

の
効
果
に
つ
い
て
質
疑
を
交
わ
し
、
確
認

の
た
め
、
耐
震
調
査
結
果
を
提
示
す
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。

◆12月定例会の議決結果◆
■全会一致で議決された議案

議案名 議決結果 議案名 議決結果

予算案
（8件）

第72号 令和５年度小松市国民健康保険事業特別会計補正予算(第１号) 可決

その他
議案

（6件）

第90号 公立大学法人公立小松大学第２期中期目標について 可決
第73号 令和５年度小松市介護保険事業特別会計補正予算(第２号) 〃 第91号 工事請負契約について（電気設備） 〃
第74号 令和５年度小松市公債管理特別会計補正予算(第１号) 〃 第92号 工事請負契約について（グラウンド） 〃
第75号 令和５年度小松市産業団地事業特別会計補正予算(第１号) 〃 第93号 財産の取得について 〃
第76号 令和５年度小松市後期高齢者医療特別会計補正予算(第１号) 〃 第94号 指定管理者の指定について 〃
第77号 令和５年度小松市水道事業会計補正予算(第２号) 〃 第95号 専決処分の承認を求めることについて 承認
第78号 令和５年度小松市下水道事業会計補正予算(第１号) 〃 市長提出

追加議案
（2件）

第96号 令和５年度小松市一般会計補正予算（第５号） 可決
第79号 令和５年度国民健康保険小松市民病院事業会計補正予算(第１号) 〃 第97号 財産の処分について 〃

条例案
（9件）

第80号 小松市基金条例について 〃 議員提出
議案

（2件）

第	8	号 生涯を通じた国民皆歯科健診の実現を求める意見書 〃
第82号 小松市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 〃 第	9	号 子供たちの学びの更なる充実を求める意見書 〃
第83号 小松市手数料条例の一部を改正する条例について 〃 その他案件

（1件）
諮	　問
第	1	号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 同意

第84号 小松市観光交流センター条例の一部を改正する条例について 〃
第85号 もくもく工房条例の一部を改正する条例について 〃
第86号 西俣キャンプ場条例の一部を改正する条例について 〃

第87号 小松市自転車等駐車場条例及び小松市自転車等の駐車対策
及び放置防止に関する条例の一部を改正する条例について 〃

第88号 小松市体育施設条例の一部を改正する条例について 〃
第89号 小松市水道条例の一部を改正する条例について 〃

■賛否が分かれた議案 ○は賛成　×は反対　退は退席　欠は欠席

議　案　名

会派自民 小松志士の会 自民党こまつ 無会派
議
決
結
果

灰
田
　
昌
典

表
　
　
靖
二

高
野
　
哲
郎

吉
本
慎
太
郎

梅
田
　
利
和

南
藤
　
陽
一

岡
山
　
晃
宏

村
中
　
　
洋

斎
藤
　
和
美

吉
柴
　
文
悟

宮
西
　
健
吉

中
西
　
　
肇

濵
口
　
淳
也

木
村
　
賢
治

川
崎
　
順
次

吉
村
　
範
明

深
田
　
博
智

橋
本
　
米
子

片
山
瞬
次
郎

木
下
　
裕
介

東
　
　
浩
一

予算案（１件） 第71号　令和５年度小松市一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決
条例案
（１件）

第81号　小松市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を
改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決

議員提出議案
（2件）

第 6号　北陸新幹線「米原ルート」へ再考を求める決議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × 退 退 × ○ 可決
第 7号　建設業の除雪業務における時間外労働の取扱いに関
する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決

※新田寛之議長、東浩一副議長は小松市議会運営規約第４条に基づき、会派に所属していません。新田寛之議長は採決には加わりません。

委
員
長

表　
　

靖
二

副
委
員
長

吉
柴　

文
悟

委　

員

村
中　

洋　

〃

中
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公共施設マネジメント
検討特別委員会
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視 察 先  北海道　札幌市、石狩市、苫小牧市
期　　間 令和５年10月23日（月）～10月25日（水）
視察項目
①【札幌市】札幌図書・情報館について
② 【石狩市】再生エネルギー100％エリア、再エネと
　　新しい交通サービスを広げる取組について
③ 【苫小牧市】都市再生コンセプトプラン（MICE誘致
　　推進方針含む）と苫小牧駅周辺ビジョンについて

視 察 先  東京都日野市、埼玉県志木市、栃木県宇都宮市
期　　間 令和５年10月３日（火）～10月５日（木）
視察項目
①【日野市】発達・教育支援センター「エール」
②【志木市】健康寿命のばしマッスルプロジェクトにつ
　　いて
③【宇都宮市】子育て応援事業について

行 政 視 察 報 告行 政 視 察 報 告
総 務 企 画 常 任 委 員 会 福 祉 文 教 常 任 委 員 会

視 察 先   熊本県　熊本市、阿蘇郡南阿蘇村、上益城
郡益城町

期　　間 令和５年10月16日（月）～10月18日（水）
視察項目
①【熊本市】熊本城の復旧状況について
②【南阿蘇村】南阿蘇村の復旧・復興状況について、
　　農産物・地産地消の取組について
③【益城町】益城町の復旧・復興状況について、特産
　　品の開発に向けた取組について

経 済 建 設 常 任 委 員 会
視 察 先   大阪府大阪市、沖縄県　石垣市、那覇市
期　　間 令和５年11月７日（火）～11月９日（木）
視察項目
①【近畿中部防衛局】周辺協要望の申し入れ、意見交換
②【陸自石垣駐屯地】陸自石垣駐屯地の概要について、現地視察
③【石垣市役所】石垣駐屯地と市との関係や開設後の状況
　　について

【沖縄防衛局】沖縄防衛局概況説明、嘉手納基地の現状
　 について

小松基地・空港対策 特別委員会

視 察 先  千葉県千葉市、神奈川県大和市
期　　間 令和５年８月22日（火）～８月23日（水）
視察項目
①【千葉市】ティップスタードーム千葉
②【大和市】 大和市文化創造拠点シリウス

公共施設マネジメント検討
特別委員会

台湾彰化市との交流事業

小松市私立教育・保育施設長会と福祉
文教常任委員会との懇談会

小松市町内会連合会役員と正副議長、
各委員長との意見交換会

開 催 日  令和5年7月11日（火）～7月14日（金）
台湾彰化市への小松市代表訪問団派遣事業に参加しまし
た。彰化市役所を訪問し、青少年交流の再開の他、産業、
文化など新たな分野で交流を推進することに合意しました。

開 催 日  令和5年10月20日（金）
小松市の教育・保育の現場がさらに発展するために保
育環境の仕組みや各園の抱える諸問題について、意見
交換を行いました。

開 催 日  令和5年11月17日（金）
梯川などの河川改修、国道8号線の4車線化、小松白
川連絡道路の建設促進等、現状や今後の計画他につい
て、町内会連合会役員と意見交換しました。

議 会 の
活 動 を
紹介します
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　12月議会では、未来型図書館と建設予定地の公会堂の解体が議論
の的となりました。市民の期待と懸念が入り混じる中、公会堂の解
体には賛否両論が渦巻きました。思い出があり名残惜しむ気持ちも
ありますが、現状では都市公園法等に適合しないこと、老朽化や耐
震性能の問題等、安全性から解体もやむを得ないことなどが議場に
響き渡るほど熱く討論され、心に深く残りました。

　情報公開と発信が重要視される昨今です。議会だよりも変化が必要だと感じて
います。新年度に向けて、より時代に合ったレイアウト・内容にアップデートし
たいと考えていますので、皆様のご意見をお寄せ下さいませ。今後ともよろしく
お願いいたします。 (木村　賢治)

議会だより編集委員会
委員長　　岡山　晃宏
副委員長　吉柴　文悟
委　員　　木村　賢治
　　　　　深田　博智
　　　　　斎藤　和美
　　　　　片山瞬次郎

日 月 火 水 木 金 土

予 定 3月定例会の日程
2/25

3

10

17

2

9

16

23

29

7

14

21

27

5

12

19

3/1

8

15

22

28

6

13

20

26

4

11

18

※傍聴可能なもののみ記載。日程は変更になる場合があります。
【問い合わせ】議会事務局  ☎0761-24-8138

要チェ
ッ
ク！

小松市イメージキャラクター  
カブッキー

傍聴可能なもののみ記載傍聴可能なもののみ記載

代表質問

予算決算常任委員会
総括質疑

常任委員会（分科会）

本会議（開会）

議会運営委員会
本会議（閉会）

一般質問 一般質問

議会運営委員会

常任委員会
（分科会）

常任委員会
（分科会）

2月26日には
市長による提案説明、
3月4・５・6日には
市政に対する一般質問、
3月14日には
予算案への質疑、
3月22日には
委員長報告等が
行われます。
小松市政について、
活発な議論が行われます
のでぜひご覧ください。

予算決算
常任委員会

☆議会傍聴　☆テレビ小松　☆ホームページ（議会生中継、録画配信）
https://www.city.komatsu.lg.jp/citycouncil/index.html

常任委員会（分科会）
特別委員会

編 集 後 記

　議会だよりをより多くの皆さんにいち早く提供できるよ
う、スマートフォン用広報紙配信アプリ「マチイロ」を導入
しました。このアプリをダウンロードすると、いつでもどこ
でも手軽に議会だよりを読むことができます。

議会だよりがスマホで読める！
「マチイロ」を導入しました！

「マチイロ」ダウンロードはこちらから▶

専門家による無料相談会
日時●2月17日㈯・3月23日㈯・4月20日㈯・5月11日㈯
　　  ９時～11時30分

会場●小松商工会議所
問い合わせ先：担当 　竹内　TEL 0761-22-9990

サポートネット

ご相談をお気軽に【秘密厳守】

私たちが相談に応じます。
不動産鑑定士

澤矢　豊伸
TEL0761-21-1122

弁護士

杉本　昌之
TEL0761-24-3633

中小企業診断士
社会保険労務士

竹内　広幸
TEL0761-22-9990

司法書士
行政書士

田中　一生
TEL0761-48-7040

税理士
行政書士

谷口　勇一
TEL0761-76-5503

弁護士

中西　祐一
TEL076-256-5413

土地家屋調査士
行政書士

山崎　豊
TEL0761-20-3175

◆法律　　　　◆人事・給与
◆債権回収　　◆会社設立
◆多重債務　　◆相続
◆完済過払　　◆事業承継
◆税金　　　　◆農地転用・開発行為
◆登記　　　　◆事業計画
◆不動産評価　◆公的年金　　 等の




